
CKDの強み

Values 注力産業（成長領域）

中期経営計画

技術の
融合と共創

強靭な
サプライチェーンの構築

社会課題・
顧客課題の探索

付加価値の
高いサービスの提供

研究・開発 調達・生産

販売・
アフター
サービス

マーケティング
営業活動

人材

自動化に
紐づく
多彩な
技術力

お客様の
ニーズに
寄り添う
共創力

技術を融合し、
提案を生み出す

革新力

環境

社会

基盤

事業

外部環境認識 目指す姿マテリアリティ 価値創造と事業活動

人的資本

従業員数：4,826名
教育訓練費：71百万円

知的資本

研究開発費：34億円

財務資本

純資産：1,535億円
自己資本比率：67.7％

 製造資本
グローバルに
展開する生産拠点
日本：8拠点　海外：8拠点
設備投資費：28億円

 社会関係資本

ステークホルダーとの
信頼関係

自然資本

水使用量：596千㎥
太陽光発電量：7,863MWh

社会課題を
解決する製品・
サービスを提供

サステナブルな
地球環境の実現

人と社会の
持続的な成長を

支える

健全で
透明性ある

ガバナンス体制
強化

気候変動

自然災害

少子高齢化・
人口動態変化

食糧問題

環境汚染・
資源循環

パンデミック・
健康問題

地政学リスク・紛争

技術革新の加速

Technology & Solution

Human & Sustainability

社会価値

●豊かなくらしづくり

●産業の進化

●強靭なサプライチェーン

●活力ある地域社会

経済価値

●売上高 2,600億円以上

●営業利益率 15%以上

●営業利益 400億円以上

環境価値

●持続可能な社会

●健やかな地球環境

価値創造モデル

Purpose 自動化技術の探究と共創を続け 健やかな地球環境と豊かな未来を拓きます。

先端半導体

ライフサイエンス

エネルギー・環境

●先端半導体の進化を支える
●グローバルなモノづくりを支える

●安全・安心な医薬品供給を支える
●持続可能な一次産業を支える

●省エネ・脱炭素化を支える
●次世代エネルギー産業を支える

CKDの価値創造ストーリー
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CKDの価値創造ストーリー

長寿命
シリンダ

サーボドライバ

高精度
アクチュエータ流体制御機器

リチウムイオン
電池巻回機

複数のフィルム材の張力を精密に
コントロールして巻き取り品質を安定化

半導体前工程における超クリーン環境を維持

半導体・電子部品製造装置における
高精度な動作・位置決め制御を実現

設備の長寿命化、工程の省力化を支える

製造現場の流量・圧力の異常を
リアルタイムに検知

微細欠陥を非接触で検出

先端半導体

ライフサイエンス

エネルギー・環境

自動化に紐づく多彩な技術力

　創立80年以上にわたり自動化技術の探究に取り組み、50万点を超える製品を開発する中で多彩な技術を確立し、進化を続けて
います。代表的なコア技術として超クリーン技術、高耐久技術、光学検査技術などがあり、産業の進化や強靭なサプライチェーンの
構築など、多岐にわたる社会課題の解決に貢献します。

超クリーン技術

テンションコントロール技術

高耐久技術

モーションコントロール技術

光学検査技術

流体プロセス向けセンシング技術

助力装置

流量センサ

CKDの強み 注力産業（成長領域）

長い歴史で培った自社の強みを生かし、社会の様々な課題の解決に向けた技術革新と価値創造に努め、多彩な商品を通じて、
健やかな地球環境と豊かな未来の創造に貢献していきます。

お客様に密着し、先端プロセスにおけるニーズと課題を見極め、新たな価値を共創します。

●前工程　ー 成膜・エッチング・洗浄

●中・後工程　ー アドバンストパッケージング工程

●グローバル展開の加速
●主要地域でのサービス・メンテナンス体制強化

●予兆監視と遠隔サポートでソリューションを提供
●データに基づいた提案により生産性を向上

●CN対応を軸とした生産現場の省エネ診断サポート
●最適な省エネ設備を提案

●計測・工程をデジタル化し、低コスト・簡単運用を実現

●材質が制限される特殊環境に対応●流体制御技術により、安定かつ安全なガス供給を実現

●IoTソリューションにより、生産性の向上、人手不足の解消、
　持続可能な事業運営に貢献

●流体制御と自動化技術で、医薬品製造工程に貢献

お客様との対話を通じて課題や潜在ニーズを見極め、新たな価値を提供します。

自動化に紐付く
多彩な技術

注力産業（成長領域）パートナー
お取引先

大学・研究機関など

コア技術の融合により、強みを活かせる産業に注力し新たな価値を提供

薄膜材料
ハンドリング

光学検査 流体制御

超クリーン

モーション
コントロール

ソフトウェア
AI

精密加工

テンション
コントロール

高耐久

●ユニット商品
●ソリューション・
　サービス

技術の融合

先端半導体

前工程

中・後工程

ライフサイエンス

医薬・バイオ

食品

一次産業

エネルギー・環境

二次電池

水素

環境

技術を融合し、提案を生み出す革新力、お客様のニーズに寄り添う共創力

　当社は、複数の技術を組み合わせたシステム・ユニット提案を強みとし、流体制御、モーションコントロール、ソフトウェア技術を
はじめとする多彩な技術の融合と、お客様やお取引先様をはじめとするステークホルダーの皆様との共創により、新たな価値を
創出します。

技術力
Smart Automation Technology

自動化に紐づく
多彩な技術力

技術を融合し
提案を生み出す革新力

お客様のニーズに
寄り添う共創力

革新力
Innovative Fusion

共創力
Co-Creation

圧力センサ

高精度アクチュエータ 3次元はんだ印刷検査機

高温・高耐久バルブユニット商品
真空圧力
制御システム

光学検査装置

グローバル対応力の強化

包装サービスの拡大

課題解決型ビジネスの拡大 省エネを支えるデジタルソリューション提案

二次電池製造工程への対応

一次産業向け環境制御対応

バイオ関連の高度化

先端プロセスへの対応

欧州 中国 韓国
米国

台湾

インド

ASEAN

医薬品製造
工程向け機器

医薬品包装機

エア監視モジュール

二次電池対応機器 リチウムイオン電池巻回機

画像処理ビジュアルプログラミングツール デバイスビジュアルプログラミングツール

流量センサ・圧力センサ

ー 材料制限
ー 環境・供給エア
ー 安定稼働
ー 発塵対応
ー 粉塵対策窒素ガス

精製ユニット
水素
対応機器

流体制御
遠隔制御

データ蓄積

クラウド

アプリ

流体制御

農業

水産業
アタリ画像
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CKDの価値創造ストーリー

マテリアリティ（重要課題）

区分 マテリアリティ 重点テーマ 目標 ※目標年度の記載がないものは2028年度目標 関連するSDGs 関連ページ

事業を通じた
社会課題解決への
貢献

社会課題を解決する
製品・サービスを
提供

●産業の発展を
支える技術革新

▶顧客との共創とコア技術の融合により、成長市場
で新たな価値を創出

■顧客技術課題起点の開発テーマ　2026年度計画達成率100%
■技術の開発・融合による新商品開発

●顧客課題への
ソリューション提供

▶製品・サービス・データを統合し、価値を循環させる
ソリューションビジネスを創出

■製品・サービスを組み合わせた価値循環型ビジネスの拡大
■省人化に向けたソリューション開発
■マーケティング部門と連動した価値創出

●製品の
安全性・品質の向上

▶信頼性設計と品質保証体制の高度化及びデータ
活用により製品の安全性と品質の向上

■検査・センシング技術の提案で安全性と品質を向上　
■品質分析手法を活用した製品品質の作り込み実施率100%

サステナブルな
地球環境の実現

●サプライチェーン・ 
マネジメント

▶製品・サービスの環境対応、持続可能性の確保 ■CKDグリーン調達ガイド　主要取引先順守率100％

●製品・事業の
環境価値向上

▶自動化技術で省エネ・カーボンニュートラルに貢献
■環境負荷低減型商品受注比率UP（全社）　
■環境負荷低減に関する開発　12件/年（自動機械部門3件、機器部門9件）　

●気候変動への
適応と資源循環の
推進

▶資源循環型社会への移行を見据えた長寿命設計と
資源効率向上

■水使用量削減　前年度対比2%（売上高原単位） 
■廃棄物削減　前年度対比2%（売上高原単位） 
■製品メンテナンスビジネスの拡大 
■エネルギー生産性の向上を実現する生産ライン構築 
■素材料の循環利用を実現する技術開発

▶省エネ設備導入、再エネ活用促進による環境負荷
低減と競争力強化

■CO₂排出量　2035年度　Scope1,2　70%削減（2025年度比）
Scope3　　40%削減（2025年度比）　　

2040年度　Scope1,2　ネットゼロ

全社的活動による
社会課題解決の
取り組み

人と社会の
持続的な成⾧を
支える

●多様な人材が
自律・共創し、
いきいきと価値を
創造し続ける
組織の実現

▶価値創造を牽引する自律ある共創型人材の育成

■高度専門人材認定制度運用率100%
■次世代リーダー充足率50%（2030年度100%）
■女性管理職比率8.0％（2030年度10％以上）
■障がい者法定雇用率の継続達成

▶高付加価値事業を支える人材の獲得と最適配置
■戦略人材充足率70%（2030年度100%）
■キャリア採用率250％以上（2025年度比）

▶一人ひとりがいきいきと働ける環境の整備
■離職率2.9%以下
■持続可能なエンゲージメント改善項目+4%（2026年度比）
■グローバル共通基盤の整備完了率100%

●社会・地域との
共生

▶地域・社会貢献活動の推進 ■社会貢献活動　20件/年

▶サプライチェーンの人権／労務リスク管理 ■主要購買先に対する人権デューデリジェンス実施率100%

健全で透明性ある
ガバナンス体制強化

●リスク管理と
コンプライアンス

▶リスク管理・法令順守・企業倫理の徹底
（グループ全体）

■不正防止のためのコンプライアンス体制強化
■通報窓口の充実化

●グローバル
ガバナンス

▶海外拠点を含むグループ全体の内部統制強化
■RHQの機能強化
■経営計画達成に向けた取締役会構成の最適化　
■取締役会実効性の向上

●情報開示の高度化 ▶透明性の高い開示、サステナビリティ情報の拡充 ■SSBJ基準に沿ったサステナビリティ情報開示

▶P.42-45

▶P.46

▶P.54-59

▶P.62

▶P.37-41

▶P.47

▶P.18-19

▶P.28-33

当社は、持続的な成長と企業価値向上の実現に向け、マテリアリティの見直しを実施しました。今回の見直しでは、中長期的な
成長戦略及び事業ポートフォリオの方向性を踏まえ、当社にとって特に重要なリスク・機会を起点に課題を再整理し、社会課題と
の対応関係を明確化しています。

STEP 4
自社・社会へ
影響度の分析

（マトリックス分析）

STEP １

自社の課題の
抽出

STEP 2
国際的枠組み・
ガイドライン等の

分析

STEP 3

リスク・機会の
分析

STEP 5

機関投資家
との対話

STEP 6
マテリアリティ
の特定、

取締役会の協議

■見直しのプロセス
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CKDの価値創造ストーリー

リスクと機会

当社は、企業価値に影響を及ぼす可能性のあるリスクに対応するための体制を整えるとともに、必要に応じてリスクの見直しを
行っています。また、リスクは必ずしもマイナスの要因となるだけではなく、当社の成長の機会となる可能性もあるため、機会を
的確に捉えながら新たな挑戦を続けていきます。今後もリスクマネジメントを推進し、企業価値を向上させるとともに、事業活動
を通じて持続可能な社会の実現を目指します。

リスクに対する考え方

　外部環境及び内部環境の変化により経営目標の達成や社会的信用など、企業価値に影響を及ぼす可能性のある不確実な事象
をリスクと定義しています。グローバルに事業を展開していくうえで、これらのリスクを適切に管理することは重要な経営課題で
あると考え、リスク管理体制を整備しています。

リスク
ファクター リスク 対応と

機会 対応と機会の詳細 対応するマテリアリティ
▶P.20-21

経営・財務・
戦略・法令

リスク

● 経済の低迷長期化により主要な顧客
が属する業界の市況が低迷し業績
に影響

● 安全保障輸出管理制度による影響
● 売掛金未回収による財務面での混乱
● 事業承継問題などのサプライヤー
からの部材の供給不足による生産
活動への影響

対応

● 市場環境の変化を捉えた迅速な対応
● 全社的な教育の徹底と輸出管理の
徹底

● サプライヤーを複数確保し、代替
部材の評価試験を実施

● 定期的な信用調査の実施
● 為替ヘッジの活用、調達・生産拠点
分散によるリスクの平準化

●リスク管理と
　コンプライアンス

生産・設備
リスク

● 生産設備等の破損や故障による生
産活動への影響

● 少子化により国内での労働力確保
が困難になることによる生産活動へ
の影響

対応

● 設備の定期的な更新とメンテナンス
による維持

● 国内工場の自動化を推し進め、人に
頼らない生産体制を構築

●顧客課題への
　ソリューション提供
●リスク管理と
　コンプライアンス

機会

● 設備更新や生産自動化
● 省人化ニーズの高まりへの対応
● 国内の労働力確保困難による、生産
ラインの自動化、省人化需要の増加

品質・製品
リスク

● 商品が人的被害又は物的損害を生
じさせた場合の損害賠償負担や
顧客からの信頼低下

対応
● 原材料から出荷検査に至るまでの
品質保証体制強化

●製品の
　安全性・品質の向上
●リスク管理と
　コンプライアンス機会

● 品質を重視する顧客の増加に伴う
高付加価値商品の需要増加

サプライチェーン・ 
調達・物流

リスク

● 貿易摩擦などから輸出入や半導体
関連の取引に制約が生じた場合、
機器事業において半導体に関連する
顧客があるため業績に影響

● 地政学リスクの高まりで生じる政府
規制や物流滞留等に起因した輸出
入制限により、生産活動に影響

対応

● 地政学リスクを考慮した海外生産
品の現地調達促進、複数拠点での
生産、在庫センターの分散

● 各生産拠点で現地調達が可能な体
制を整え、生産拠点を分散する

● サプライヤーを複数確保し、代替
部材の評価試験を実施

●サプライチェーン・
　マネジメント
●リスク管理と
　コンプライアンス

機会
● 顧客生産拠点の分散配置による、
新たな設備投資需要の増加

人材・労務・文化
リスク

● グローバル人材、企画提案力のある
人材不足による新規事業やグロー
バル活動への影響

● 従業員の過労やストレスによる業務
への影響

● 労働災害による生産活動への影響

対応

● グローバル人材の育成プラン実施
など社内教育を強化した人材戦略

● メンタルヘルスチェックによる定期
的な調査の実施

● 労働安全衛生教育の実施

●多様な人材が自律・共
創し、いきいきと価値
を創造し続ける組織
の実現

●社会・地域との共生

リスク
ファクター リスク 対応と

機会 対応と機会の詳細 対応するマテリアリティ
▶P.20-21

海外子会社・
グローバル運営

リスク

● 想定外の事業環境変化による業績
への影響

● 設立後歴史の浅い拠点や規模の小
さい拠点における管理体制の不十
分さから起こりうる想定外の損失

対応

● 経営戦略等の継続的な見直しと年
度方針の管理

● ガバナンス強化に向けた海外グルー
プ会社の管理

● グローバル人材育成プランの実施
など社内教育を強化した人材戦略

●リスク管理と
　コンプライアンス
●グローバルガバナンス

競合・市場・顧客
リスク

● 一部商品のコモディティ化により、
競合他社との価格競争の激化 対応

● IoT関連機器や予防保全、長寿命
製品の開発

● 高付加価値商品の開発や、価格競
争力のある商品の展開

●産業の発展を支える
　技術革新
●顧客課題への
　ソリューション提供

機会
● 品質を重視する顧客の増加に伴う
高付加価値商品の需要増加

情報・サイバー
リスク

● 情報漏洩、サイバー攻撃等による
社内システムの機能障害、機密情
報の流出、それに伴う社会的信用
の低下

● 生産ライン、物流システムの停止に
よる取引先への納入に影響

● 基幹システムの停止による調達、
生産、物流の停滞、それらに起因す
る事業活動への悪影響

● 重要な取引先でのマルウェア感染
の影響

対応

● 情報セキュリティ管理方針や各種
規定を整備し、従業員教育及び内部
監査を実施

● 最新の情報セキュリティ機器、ソフト
ウェアの導入と更新

● 重要な取引先の情報セキュリティ
調査と是正

●リスク管理と
　コンプライアンス

機会
● 情報セキュリティシステムの強化に
より社会的信用が向上し、顧客との
取引機会の増加

環境・社会・ESG
リスク

● 当社グループが脱炭素社会の実現
に寄与する事業や商品の開発が遅
れた場合に業績に影響

● 地球環境問題の深刻化による温室
効果ガスの使用・排出規制や省エネ
ルギー法の規制強化による事業活
動への影響

● 使用化学物質の規制強化による事業
活動への影響

● 脱プラスチックの世界的な流れに
より包装事業の対応が遅れた場合、
当社包装機械事業の継続に影響

対応

● 環境負荷低減型商品の開発
● 規制物質を含有する部材等の迅速
な切り替え

● 脱プラスチック包材に対応した包装
機械の開発

●顧客課題へのソリュー
ション提供

●製品・事業の
　環境価値向上
●気候変動への適応と
　資源循環の推進
●情報開示の高度化機会

● 環境負荷低減型商品の売上拡大
● 脱プラスチック包材に対応した包装
機械の事業拡大

災害・BCP
リスク

● 大雨、洪水などの自然災害による
生産工場の稼働停止、サプライ
チェーン寸断による生産活動への
影響

● 東海・東南海・南海地震の発生によ
る生産活動への影響

対応

● BCP（事業継続計画）の策定や新たな
規制を踏まえた対応力の強化

●リスク管理と
　コンプライアンス

その他

● 市況の悪化により棚卸資産の回転
期間が長期化することで、棚卸資産
の重要な評価減が計上されること
による業績への影響

● 自動機械部門の顧客検収での売上
高計上において、顧客都合や技術的
要因で売上高計上が遅延すること
による業績への影響

対応

● 市場ニーズに合わせた棚卸資産の
確保

● 顧客要求への迅速な対応による在庫
滞留リスクの低減 ●リスク管理と

　コンプライアンス
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CKDが新たに目指す姿 CKDの価値創造ストーリー CKDの成長戦略 経営基盤の強化 会社データ




